
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎総合的な学習の時間を核にしながら、地域の特色を重点的学習

内容として再編し、教科、道徳、特別活動などとの関連を重視し

た「杉田の時間」単元づくりを推進します。 

・ 平成１９年度からは、教育目標「このまち大好き」を深化・発展さ

せるために、杉田の「まち」のマンパワー、貝塚や杉田梅といっ

た歴史、身近に感じる産業や区ネットワーク等、地域の特色を生

かした単元づくりを進めます。あわせて全教員の授業研究によ

って、検証を深めていきます。 

◎平成２０年度からは、「杉田の時間」の能動的な学習活動を通し

て、書いて伝える力が身に付くよう指導計画を改善します。伝え

る喜び、ことばの楽しさを味わうことを通じて、人とかかわる力を

醸成していきます。 

杉 田 小 学 校 の 中 期 学 校 運 営 計 画 （ 杉 田 プ ラ ン ）  

平成１８年１２月１日～平成２１年３月３１日 計 画 期 間  

 

「学校大好き このまち大好き 杉田っ子」 
・子どもたちが安心して過ごせ、ありのままの自分が出せる学校づくりを目指します。 

・一人ひとりの思いや願いを大切にし、学ぶ楽しさを実感できる学校づくりを目指します。 
・地域とのかかわりを大切にし、まちとともに生きる喜びを実感できる学校づくりを目指します。 
 

学校教育目標

 
・一人ひとりの子どもを見つめ育てながら、支え合う学級づくりに努めます。 

・「わかる授業」と「意欲がわく評価」を工夫して、一人ひとりに応じた教育を行います。 

・地域に信頼される開かれた学校づくりを目指し、地域との連携を深めます。 

学校経営方針 

 

・一人ひとりの子どもの理解に努め、全教職員で育てます。 

・社会性や規範意識、思いやる心など、子どもの心を育てます。 

・全職員で研究・研修を深め、活気ある学級づくりをします。 

・授業日数を増やし、継続的な朝学習を取り入れることによって、基礎・基本の定着を図ります。 

・思いを大切にし、自ら学ぶ「学び方」が身に付くように学習形態を工夫するなど、一人ひとりに応じた指導をします。 

・体験を重視した活動を積極的に取り入れます。 

・子ども自身にも保護者にもわかりやすい“あゆみ”をめざします。 

・様々な活動を通して、保護者や地域の人たちとふれあうことで、子どもたちの活動をより豊かにするように努めます。 

・様々な機会を得て、教職員と保護者、地域の方々とも交流を深めることによって、学校行事や子どもたちの活動について理解し

ていただき、よりよい学校を目指します。 

・幼・保・小・中の教職員が共通の目標をもって、子どもたちを育てていきます。 

指導の重点 

１．社会に対する責任感をもち、夢の実現に向かって自ら

考え行動できるような子どもの育成を目指すためには、

問題解決的な学習が有効であり、取り組む必要があり

ます。加えて、子どもが自信をもち、自尊感情を醸成し

ていく教育活動、子どもの主体的な学びで充実感がもて

る教育活動を推進する必要があります。 

改善の視点 取組目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本校はセミオープンスペースという特色ある教育施設

であり、これを生かした多様な教育活動を展開すること

によって、いっそう教育効果をあげる必要があります。 

◎適宜扉を開閉することによって多様な学習空間を生み出し、最

適な環境で落ち着いて学習できるように努めます。 

＊討論や報告･発表という学習活動を積極的に取り入れて、子ども

にとって充実感のある学びを展開します。 

＊算数科では、多様な空間を生かして少人数指導を行い、子ども

の学習状況に応じた効果的な学習指導に取り組みます。 

５．体力テストの結果から見ても、市全体として子どもの体

力向上が課題となっています。家庭や地域と連携しなが

ら、体力向上を図っていく必要があります。 

◎平成１８年度から市の新体力テストは３～６年生で全８種目、平

成１９年度からは１～６年生全８種目実施します。結果を分析し

たうえで、体育科教育課程及び授業を見直し改善します。 

・ 特別クラブ等への積極的な参加を呼びかけ、多くの子どもが運

動への関心を高めるように努めます。 

・ 地域主催のスポーツの集いには積極的に参加し、親子で体力

向上への関心を高めるよう呼びかけていきます。 

４．情報化が進展する中で、子どもたちがＩＣＴを正しく活用

し、自ら情報を見極め発信し、主体的に情報社会を生き

る力「情報活用能力」を育成することが必要です。 

 

３ 今日、子どもたちの心の問題が顕在化する中で、規範

意識や公共心を身に付け、自他の心や体、生命を大切

にし、お互いを認め敬うなど、子どもの豊かな心を育む

ための指導が必要です。 

◎学校図書館の学習・情報センター化を図るとともに、磯子図書

館・杉田地区センター・市民図書と連携して、学校･家庭･地域ぐ

るみで読書活動が展開されるよう努めます。平成１９年５月から

保護者に読み聞かせをお願いするとともに、「全館が図書館」と

いう構想を実現するために図書ボランティアを募ります。また、

保護者も含めた委員会で「子どもの豊かな心を育む推薦図書」

を選定し、平成２０年１月から順次読み聞かせます。また、５・６

年生の読書タイムでも紹介し、推奨します。さらに、平成２０年１

０月から、高学年の学級・学年単位で読書座談会を開催します

。 

◎学校環境の美化・緑化に努めます。子どもの気持ちが和むよう

な花壇づくりや緑地化を行います。校舎内にあっては清潔を保

ち、機能的に整理整頓するとともに、子どもにとって心地よい居

場所となるような空間にしていきます。 

・平成２０年４月からは花壇の一部を地域ボランティアに委ねて

いきます。まちとともに窓辺・道端の花づくりに努めます。 

◎豊かな情操を育むために、学校生活の中に自然と音楽があふ

れているような環境を整えていきます。児童会が主催して、音楽

を中心とした集いを開催するなど、子ども主体の教育活動にも

取り組みます。 

◎平成１８年度には校内ＬＡＮやコンピュータ等ＩＣＴ環境の整備を

終え、平成１９年度にはすべての教員が、発達段階に応じた情

報活用能力の育成を目指し、「ＩＣＴ学習よこはまスタンダード」を

活用して系統立てた授業を展開できるよう研鑽を積みます。 

・ 定期的に学校情報を公開するため、平成１９年度には教員の５０

％以上が、平成２０年度には教員すべてが学校ホームページを

更新できるよう研修を充実させます。 

・ 平成１８年度には地域ボランティアの指導によって、「子どもメデ

ィアフォーラム」を開催します。平成１９年度以降、地域ボランティ

アの登録・支援を得て、４年生以上の全学級でメディアフォーラ

ムを開催します。 

改善の視点 取組目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成の考え方 

平成１９年度の 

重点取組項目 

・ 若い教職員の育成を図るため、教育委員会主催の研修を活用するとともに校内研修を充実してい

きます。 

・ 校長、副校長が先頭に立って、指導教員等経験豊かな教職員の活力を生かす取り組みを進めると

ともに、「杉田塾」を開設して交流授業を通じて若手層の指導者としての自覚を高めます。この中で

は、教員個々の自主性を重んじ、課題解決型の研修にします。 

・ 組織再編を行い、主幹教諭の指導・統括性をいっそう高めていきます。また，「チームＳ（杉田）」を

合言葉に，チームによる迅速な課題対応を実践して，教職員の課題解決力を高めます。 

・ 複雑化する児童指導に対応するため、児童指導担当教諭の計画的な育成を進め、平成２０年度ま

でに、児童指導担当業務を主幹教諭の業務として位置付けていきます。 

 

◎ 「子どもたちが意欲的に学ぶ教育課程の編成をめざして～生活科・杉田の時間の魅力ある授業づく

りを通して～」をテーマに、全職員で研究･研修に取り組みます。年間を見通した学級経営プランに

基づいて、授業研究を通して実践的に研究します。 

・校内だけの座学的活動でなく、「まち」に出かけたり、校外学習を充実させたりして、能動的・体験的 

活動が子どもの学習意欲を喚起するよう努めます。 

・「横浜の時間」及び生活科の新たな授業づくりに取り組みます。 

◎ 全館が図書館という考えに立って学習・情報センター化を図り、併せて「横浜市子ども読書活動推進

計画」を実現します。 

・保護者を中心とした図書館ボランティアを組織して、読み聞かせ活動と図書館整備を始めます。 

・毎週金曜日は「読書の日」と設定し、全ての教師が同じ考えで読書の時間を充実させます。 

◎ 特別支援教室を開設し、一人ひとりの子どもの状況にあった学習に対応するなど、特別支援教育に

取り組みます。 

・特別支援教育推進実践校として人的配置を得て、コーディネーターが直接特別支援教室の運営に当

たることができるようにします。 

◎ チーム杉田（S）で、組織力UPを図ります。 

・学習指導や児童指導、教育相談は「チーム杉田（S）」で充実させていきます。 

・教職員は校務分掌上の役割を認識するとともに、自らの専門性を発揮してチームで課題解決に当た

ります。 

・高学年の学年内教科担任制に取り組みます。また、算数科の少人数指導体制を充実させます。 

これまでの取組結果 

◎ 「子どもたちが意欲的に学ぶ教育課程の編成をめざして～生活科・杉田の時間の魅力ある授業づくりを通して～」をテーマに

取り組んでいる研究･研修は、全教師の総合的な授業力・指導力の向上を目指しています。教師が本気になって子どもと向き

合い、子どもの将来に亘って必要な力を培うことを約束するものです。借りものやどこにでもある一般的なものではなく、杉田

の子どもを見つめ、杉田の子どもたちがよりいっそう意欲的になるよう魅力ある授業に高めなければなりません。このような

共通認識のもと、年間を見通した学級経営プランに基づき、授業研究を通して具体的・実践的に取り組んでいます。 

◎ 特別支援教室を開設し、一人ひとりの子どもの状況にあった学習指導や生活面での対応を行ってきました。特別支援教育コ

ーディネーターの指導下で、非常勤講師や大学生ボランティアが有効な指導を続けています。 

◎ 運動会「杉リンピック」、わくわく杉田ワールド・カルチャー教室、全校遠足での異学年交流や保護者・地域の人たちとの交流、

親子ふれあい学習活動や共同授業等をとりいれた活動に取り組んできました。教師は教育課程との関連を図って、「さまざま

な交流」が子どもの学習意欲を高める糧となるよう努めています。また、地域の人材が次々と人材を呼び、指導層が厚くなっ

たため学習内容や学習方法に特色が生まれ、子どもたちの学ぶ意欲を高めています。 

◎ 「よこはま学援隊」へ申請・所属し、保護者・地域の協力を得て、子どもの通学路上の安全を確保しています。また、地区の少

年補導員やスクールガードリーダーの指導・支援を受けて、子どもたちがまちで安心して過ごせるよう努めています。 

◎ 校地内の緑化を進めて、子どもはもちろん、教職員や保護者、まちを行き交う人たちが和やかな気持ちになるよう、優しい環

境づくりに努めてきました。クローバーや芝生の緑、色とりどりの花々がまち行く人々の目に留まり、教職員や子どもたちとま

ちの人たちとの会話が弾むようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １ この計画は、横浜市教育委員会の定める「学校版マニフェスト（中期学校運営計画）」として策定したものです。  ※2 ◎は重点項目 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

杉田プランを策定するにあたり、「杉田小学校 学校づくり懇話会」にて意見をいただきました。主な意見は次のとおりです。 

＊ 人材育成に関連して、新採用教師がある日突然子どもの前に立つわけだから、先輩の教師がよく教えてほしい。でき

れば、企業と同様、教壇に立つ前に研修する期間と機会があればよい。 

＊ もっと教師一人ひとりの自由な発想が生かされる学級にしてほしい。そのためには、教師も十分休養を取ることが必要

である。 

＊ 家庭教育と学校教育がバランスをとって進めることが大事である。親がすべきことは親がしっかり教育すること、学校

があまり多くを背負い込まないほうがよい。 

＊ 親が働く姿を知らない子も多い。世の中の仕組みや働かなければ食べていけないことを教える必要がある。学校でも

教えてほしい。 

＊ インターネットやゲームなど、虚構の世界は子どもたちの間にまだまだ広がっていくと思うが、人の能力を超えたツール

を扱っていることを学校でも十分留意してほしい。 

＊ 活字文化に親しむ機会をもつこと、読書に力を入れるということはよいことである。家庭、学校、地域が同じ認識に立っ

て、子どもがよい本を手にし、親しむことができるようにしていきたい。 

まちとともに歩む学校づくり懇話会の意見 


